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前十字靭帯再建術における匠アイレットピン、匠ドリル、
匠TAPE®の使用経験

　靭帯再建術においては、（１）スムーズな骨孔作成；（２）確実なテープ/縫合材料による移植材料作成が重要である。

　腱などの再建材料を、骨孔に移植する靭帯再建術においては、先ず、ドリルガイドを用いて骨孔中心部にガイドピンを刺
入し、これをoverdrillする。

a. 匠アイレットピン
　ドリルガイドを用いて骨孔中心部にガイドピンを刺入する際、ガイドピンの切れ味が悪いと、時間がかかるだけでなく、ピ
ン先端がドリルガイド先端から微妙にずれて出てきて、困ることが少なくなかった。
　匠アイレットピンは、従来品と比較すると、異次元の切れ味を示し、迅速にピン刺入が完了した。従って、上記トラブルは殆
ど消失した。

b. 匠ドリル
　従来の穴あきドリルは、切れ味が悪く、ガイドピンをoverdrillするときに、押し込みながら行うのを常としていた。　このた
め、掘削に時間を要するだけでなく、骨孔壁の熱壊死が危惧された。また、ドリル先端がガイドピンを切断してしまい、意図
した位置に骨孔作成が出来なかっただけでなく、ガイドピンの一部が骨内に残留することすら経験した。
　この度、使用経験した匠ドリルは、従来品と先端形状が全く異なり、螺旋形状とも見える複雑な形状となっている。　使用
してみると、全く押し込む必要がなく、回転させるだけで、自走して行き、瞬時にしてoverdrillが完了した。小生の長い経験で
も、異次元の切れ味であった。従って、従来品による上記トラブルは発生しないと思われた。
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匠アイレットピン先端
通常のスムースなスレッドでなく、
スレッドの山部分にも細かい加工がなされている 縫合糸のパッシング機能も備わっている

匠ドリル先端
通常のスムースなスレッドでなく、
独特の複雑な形状となっている
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　採取した移植用の腱の両端にテープなどの縫合材料を縫着して、移植材料を作成する場合、プロファイルが小さく、剛性が高く、縫合
しやすく緩み難いなどの特性が求められる。　このような縫合材料として、高分子ポリエチレン素材のテープが各社から発売されてい
る。
　この度は、腱への縫着が容易な匠TAPE®/両端直針仕様を使用した。本製品は、中空構造により腱端に縫合しやすく緩み難いもので
あり、縫合部のプロファイルも十分小さかった。　また、縫合後の剛性も数種類の力学的特性が異なる原糸を使用するなどの工夫によ
り従来品より数段高いことが示されており、より信頼性の高い移植材料作成が可能になるものと思われた。

（２）確実なテープ/縫合材料による移植材料作成
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匠TAPE®
a.両端直針仕様 
b.両端弯曲針仕様 

匠TAPE®を使用して作成した骨片付き大腿四頭筋腱から成る10ｍｍ幅移植材料
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